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私たちが地球環境と調和を保ちながら豊かで住みよい生活，生産活動や社会活動を行っていく
ためには，資源循環型社会を構築していかなければなりません。我々の研究室では，特に鹿児
島県にえ限りある資源を限りなく使うための社会形成を研究テーマにしています。

不要となったいわゆる「ごみ」に付加価値を付けることにより，新たな資源として活用ができ，循
環型社会の構築が可能になります。廃棄物の処分費の軽減に役立つ技術です。また，新たな産
業や商品開発など地域の活性化にもつながるメリットがあります。合わせて，「ごみ」を減量化さ
せるにはどのような方法がもっとも効果が得られかについても研究を進めています。
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